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富士山ボランティアセンターからのお知らせ

（その１）富士山レンジャーというしごと
お待たせしました！活動開始から、３ヶ月。富士山レンジャーの

活動を、富士山レンジャーの「しごと」をテーマに全６回の連載で、
報告していきます。

エコツーリズムの今
～富士山北麓エコツーリズム推進協議会 9月16日～

富士山北麓地区でのエ
コツーリズムの推進や
普及定着を図ることな
どを目的とした第２回
富士山北麓エコツーリ
ズム推進協議会が、９
月１６日に関係市町村
長、観光関係団体の代
表など関係者約２０人
が集まって富士吉田合

同庁舎で開催されました。
今回の協議会では、ワーキンググループでこれまで

検討してきた富士山北麓地区のエコツーリズム取り組
み実態やエコツアー資源についての課題等に関する報
告と、報告に基づいた今後の方向性や今年度の計画に
ついて協議しました。

現状の問題点として富士山北麓地区を活動拠点とす
る事業者やガイドを１つにまとめる連携組織がないこ
とや、地域の歴史、文化、農業等と密着したプログラ

、 、ムが少ないこと等があげられ 外国人観光客への対応
世界文化遺産登録を目指す上での関係者間の調整など
について質疑が交わされました。

その上で、今年度は一般観光客や観光事業者へのア
ンケートによるマスツーリズムの現状把握や、これま
で行政関係者のみで構成されていたワーキンググルー
プに観光関連事業者などを加えた形でエコツーリズム
推進基本計画の骨子案の作成に向けた検討をしていく
こととしました。また、環境省からは１１月８日～１
１日に富士山北麓地区で開催が予定されている第２回
エコツーリズム推進オリエンテーションや第１回全国
エコツーリズムセミナーへの協力依頼があり、全会一
致で協議会として開催に協力していくことで合意しま
した。

～こんにちわ 富士山レンジャーです～
私たち富士山レンジャーは、富士山及び富士山北麓地

域の自然保護と適正利用を専任で担当する、山梨県の
職員です。本年度６月に採用され、１か月間の研修を経
て７月から本格的に活動を開始しました。レンジャーという
ことばは聞いたことがあっても、その言葉が想起させるイメ
ージは各人バラバラなのではないでしょうか？実際、レン
ジャーという「職業」そのものが珍しく「どんな仕事をしてい
るの？」と質問されることもしばしばです。このコラムでは、
新米レンジャー２人が交代で、富士山レンジャーの業務
や日々の活動で感じたこと－悩みや感動、試行錯誤の断
片－を紹介していきたいと思います。
まず今回は、わたしたちの人となりを知っていただくた

めに、レンジャー2名の自己紹介をさせていただきたいと
思います。（富士山レンジャー 秋葉圭太）

秋葉圭太（あきばけいた）
北海道夕張市出身・24歳
学生時代訪問した米国国立公園で
レンジャー制度に感銘を受けたこと
が富士山レンジャーになるきっかけ
でした。大学院進学後、自然公園の
管理手法について研究活動を実施。
趣味は登山・クライミング。「学部は山
岳部です」と言って恥ずかしくない程
の山漬けの学生生活を送りました。
関西の大学に進学したため、北海道
弁と関西弁を操るバイリンガル。現在
甲州弁の習得に向け学習中。
萱沼進（かやぬますすむ）
山梨県富士吉田市出身23歳
名字からも推測できるように、富士吉
田生まれの富士吉田育ち。学生時代
はやはり山岳部に所属。登山ガイド
や山小屋アルバイトの経験もあり、ま
さに富士山の申し子と言えます。登
山で培った経験と体力を活かし、愛
する富士山で働きたい一心から富士
山レンジャーになることを決意。現在
来年夏の富士登山競走への参加を
目指してトレーニング中。（もう？）

「まちがミュージアム」関
連企画として、富士山をテ
ーマに、今年で３回目の講
演会が、富士吉田市内、本
町通り沿いのギャラリー野
ばらにて開催されました。
講師である富士吉田市立
歴史民俗博物館堀内真学
芸員から、およそ四百年前
の記録「富士山物忌量事

（フジサンモノイミリョウジ）について」の解説がありました。こ
れは、現在の千葉県九十九里浜の先達（冨士講の人を富
士山へと案内するリーダー）が残したもので、どのような宗
教行事を経て、冨士講の人達が富士山へ導かれたのかを
書き記したものです。秋の夜長、参加者およそ２５名、それ
ぞれに、古の富士山信仰に想いを馳せたのでした。この講
演会、１回目は宗教学者鎌田東二さんを講師に「富士信仰
と日本的霊性」、２回目は、富士吉田市立歴史民俗博物館
堀内真学芸員を講師に「月江寺と富士山」と魅力的なテー

マを題材に開催されてき
ました。来年の｢まちミュ
ー｣でも、興味深いイベ
ントを計画しているそうで

お問い合わせ/富士吉田す。
アートフェステバル実行委員会
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まちがミュージアム
富士吉田市の本町西裏界隈の

昭和の薫り漂う空き店舗を、現代
のアートで飾り、懐かしくて新しい
自分たちの「まち」を見いだしてい
く企画です。

富士山を学ぼう
～ ～人はなぜどのように富士山へ登ってきたか ９月１５日

「富士山の学習会」を行います！
登山シーズンが終わり、富士山に登ることが難しい季節。し

かし、富士山レンジャーが、富士山の自然学習を通し、富士
山を知り、学ぶためのお手伝いをします。富士ビジターセン
ター隣接の富士山自然観察園ミニエコツアーや、学習会、ま
た富士山周辺地域であれば、出張講座も行います。内容
は、富士山の自然環境全般についてで、ご要望に応じて、
内容を組み立てます。お気軽にお問い合わせください。

富士山エコトレッキング
秋の五合目（五合目ロータリー～御庭～奥庭）を満喫す

るエコトレッキングを開催します。ふるってご参加ください。
日時■10月15日（土）9：00～16：00/集合場所 ■富士ビ
ジターセンター前庭/参加料■５００円

*定員３０名になり次第締め切り


